
男性が花嫁、女性が花婿に扮した伝統行事むじなのむかさり
〈11月6日　楯岡馬場地区〉
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そば・バラ・徳内ばやしのまち

次の世代に引き継ぐ魅力ある村山市

きめ細かな除雪を推進します
林道五十沢湯舟沢線工事着手、がん予防、市職員の給与状況　ほか



特
集　

き
め
細
か
な
除
雪
を
推
進

今
年
の
冬
も
暮
ら
し
や
す
く

き
め
細
か
な
除
雪
を
推
進

　
除
雪
作
業
は
冬
期
間
の
交
通
を
確
保

す
る
重
要
な
も
の
で
す
。
車
道
積
雪
10

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
を
目
安
に
作
業

を
開
始
し
ま
す
。
午
前
７
時
ま
で
に
完

了
す
る
計
画
で
す
が
、
降
雪
状
況
に

よ
っ
て
は
目
標
時
間
ま
で
作
業
が
終
わ

ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
理

解
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
今
年
度
も
暮
ら
し
や
す
い
環

境
づ
く
り
の
た
め
、
可
能
な
限
り
住
宅

な
ど
の
間
口
に
配
慮
し
た
き
め
細
か
な

除
雪
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。
具
体
的

な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
通
行
に
支
障
が
な
い
よ
う
車
道
幅
員

　
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

■
住
宅
等
の
間
口
に
配
慮
し
、
雪
の
塊

　
を
残
さ
な
い
除
雪
を
目
標
と
し
ま
す
。

■
日
中
除
雪
を
強
化
し
、
圧
雪
時
の
路

　
面
整
正
や
拡
幅
調
整
（
幅
出
し
）
作

　
業
を
積
極
的
に
行
い
ま
す
。

■
問
合
せ
／
建
設
課
維
持
係 

☎
内
線

236

除
雪
作
業
に
ご
協
力
を

▼
雪
押
し
場
の
確
保
に
ご
協
力
を

　
冬
期
間
に
使
用
し
て
い
な
い
空
地
や

農
地
な
ど
を
道
路
除
雪
の
雪
押
し
場
と

し
て
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

き
め
細
か
な
除
雪
の
実
施
に
は
、
さ
ら

に
多
く
の
雪
押
し
場
が
必
要
に
な
り
ま

す
。
雪
押
し
場
の
確
保
に
こ
れ
ま
で
以

上
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
深
夜
の
除
雪
作
業
に
ご
理
解
を

　
忙
し
い
朝
の
交
通
や
歩
行
者
の
安
全

を
確
保
す
る
た
め
、
真
夜
中
か
ら
の
作

業
が
多
く
な
り
ま
す
。
除
雪
車
の
エ
ン

ジ
ン
音
や
振
動
で
迷
惑
を
お
か
け
し
ま

す
が
、
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
除
雪
車
に
は
近
寄
ら
な
い
で

　

除
雪
車
か
ら
の
視
界
は
非
常
に
狭

く
、
特
に
後
方
は
大
変
見
づ
ら
く
な
っ

て
い
ま
す
。
除
雪
作
業
中
は
危
険
で
す

の
で
、
人
も
車
も
絶
対
に
近
寄
ら
な
い

で
く
だ
さ
い
。

▼
子
ど
も
の
飛
び
出
し
が
危
な
い

　
そ
り
遊
び
や
ミ
ニ
ス
キ
ー
な
ど
の
楽

し
い
遊
び
も
、
道
路
へ
飛
び
出
し
て
は

大
事
故
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
道
路

付
近
の
雪
山
で
は
絶
対
遊
ば
な
い
・
遊

ば
せ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

▼
路
上
駐
車
は
除
雪
の
大
敵

　
路
上
駐
車
は
除
雪
作
業
の
最
大
の
障

害
。
一
台
で
も
放
置
車
が
あ
る
と
、
除

雪
車
が
入
れ
ず
除
雪
で
き
ま
せ
ん
。

「
路
上
駐
車
は
し
な
い
・
さ
せ
な
い
」

を
合
言
葉
に
、
市
民
全
員
で
迷
惑
す
る

路
上
駐
車
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。

▼
路
上
の
障
害
物
は
撤
去
を

　
除
雪
作
業
の
妨
げ
に
な
る
の
で
、
道

路
へ
せ
り
出
し
た
庭
木
や
生
垣
は
剪

定
、
除
去
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
自

宅
前
の
路
上
や
車
庫
出
入
口
に
置
い
て

あ
る
台
や
看
板
用
ブ
ロ
ッ
ク
な
ど
も
片

づ
け
て
く
だ
さ
い
。

▼
道
路
に
雪
を
出
さ
な
い
で

　
各
家
庭
で
行
う
雪
片
付
け
や
屋
根
の

雪
お
ろ
し
の
際
に
道
路
へ
雪
を
出
す

と
、
交
通
障
害
の
原
因
と
な
り
危
険
で

す
。
ま
た
、
道
路
除
雪
の
妨
げ
に
も
な

り
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
良
識
あ
る
行
動

を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
水
路
・
河
川
へ
の
雪
捨
て
は
危
険

　
水
路
や
河
川
へ
の
雪
捨
て
は
、
雪
が

詰
ま
り
、
増
水
、
洪
水
を
起
こ
す
原
因

と
な
り
ま
す
。
水
路
・
河
川
へ
の
雪
捨

て
は
や
め
ま
し
ょ
う
。
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特集　きめ細かな除雪を推進

特
集　

き
め
細
か
な
除
雪
を
推
進

■市農道除雪事業
　冬期間、樹園地の枝折れや雨よけハウス倒壊な
どの雪による被害を未然に防止するため、果樹園
などに行くための農道の除雪・圧雪にかかる経費
に対し、費用の一部補助を行います。
対象者　3名以上の受益農業者で構成する団体
補助対象事業
①事業主体が除雪機械を賃借またはアタッチメン

トを購入して運営する農道除雪・圧雪事業
②市指定除雪業者や構成員の農業者などに委託し

て行う農道除雪・圧雪事業
対象回数　同一路線につき必要と認められる回数
補助金の額　補助対象経費の10分の7以内
申請方法
　申請する方は、事前に農林課へご連絡くださ
い。後日、申請書などを送付します。
その他
　新規路線や除雪機械を取得して事業に取り組む
場合は事前に農林課にご相談ください。
問農林課農業振興係  ☎内線253

■高齢者世帯へ除雪費を支給します
　平成28年度市民税が非課税の世帯で、次に該当
する方が、業者に住居の雪下ろしや通路の除雪作
業を頼んだ場合、その費用の一部を支給します。
対象世帯　①65歳以上の方のみの世帯
　　　　　②65歳未満の重度障がい者と同居する
　　　　　　65歳以上の世帯
※自力で除雪できる方や生活保護世帯を除きます。
期間　12月～平成29年3月
支給限度額　30,000円
問福祉課地域福祉係  ☎内線141

■小型除雪機を貸し出します
　市道・生活道などの除排雪を市民の皆さんが自
ら行う場合、小型除雪機を貸し出しています。

■除排雪作業に報奨金を交付します
　地域ぐるみで一斉に行う排雪作業や、生活道に
おける日常的な除排雪作業に報奨金を交付してい
ます。
問建設課維持係  ☎内線236

除雪に関する要望・苦情などは
■市道・県道は地区の代表者へ
　すばやく的確な対応を行うため、要望や苦情
などは、各地区の代表者の皆さんが取りまとめ
て市役所に連絡することになっています。

■国道は国土交通省へ
　国道13号に関する要望などは尾花沢国道維持
出張所へご連絡ください。
問☎(23)2521　Fax(23)2523

市内の雪捨て場　　排雪時間〈午前8時30分～午後5時〉

○周辺住宅の環境に配
　慮し、夜間と早朝の
　雪捨てを禁止します。
○必ず時間を守り、安
　全に奥から順に捨て
　てください。
○雪以外のものは絶対
　に捨てないでくださ
　い。

碁点イベント広場 金谷運動広場駐車場 楯岡向原緑地公園

金谷交差点金谷交差点

入口入口

金谷
運動広場
金谷
運動広場

雪
捨
て
場

雪
捨
て
場

国道13号

国道13号

3 広報　市民の友　むらやま　　28.12.1



特
集　

林
道
湯
舟
沢
五
十
沢
線
開
設
工
事
着
手

特集　林道湯舟沢五十沢線開設工事着手

林
道
湯
舟
沢
五
十
沢
線
開
設
工
事
に
着
手

　
袖
崎
地
域
の
土
生
田
地
区
湯
舟
沢
と
五
十

沢
地
区
間
の
森
林
は
、
ス
ギ
を
主
体
と
し
た

主
伐
、
間
伐
対
象
樹
齢
で
占
め
ら
れ
て
お

り
、
林
業
を
推
進
す
べ
き
区
域
と
し
て
市
の

森
林
計
画
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
地
す
べ
り
な
ど
の
災
害
防
止
を
図
る
た

め
に
も
大
切
な
森
林
で
す
。

　
こ
の
た
び
、
多
面
的
な
機
能
を
持
つ
こ
の

区
域
の
森
林
を
整
備
し
保
全
し
て
い
く
た

め
、
市
は
林
道
の
工
事
に
着
手
し
ま
し
た
。

林
道
を
整
備
す
る
こ
と
で
森
林
管
理
が
容
易

に
な
る
ほ
か
、
林
業
の
効
率
化
や
経
営
の
合

理
化
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
ま
た
、
湯
舟
沢
と
五
十
沢
集
落
を
結
ぶ

連
絡
道
と
し
て
活
用
で
き
、
特
に
災
害
時
の

迂
回
路
と
し
て
も
重
要
な
役
割
を
果
た
す
道

路
と
な
り
ま
す
。

　
林
道
湯
舟
沢
五
十
沢
線
は
延
長
約
2.5
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
。
国
・
県
の
補
助
金
を
活
用
し
て

工
事
を
実
施
し
、
平
成
32
年
に
完
成
す
る
予

定
で
す
。

起
工
式
を
実
施

　
林
道
湯
舟
沢
五
十
沢
線
開
設
工
事
起
工
式

を
11
月
12
日
に
五
十
沢
地
区
で
行
い
ま
し

た
。
式
に
は
志
布
市
長
、
今
井
敏
林
野
庁
長

官
、
森
市
議
会
議
長
、
能
登
県
議
会
議
員
の

ほ
か
、
県
や
地
域
、
工
事
関
係
者
な
ど
約
40

人
が
出
席
。
は
じ
め
に
工
事
の
安
全
を
祈
願

し
、
続
い
て
志
布
市
長
が
「
国
や
県
か
ら
の

協
力
を
得
て
、
60
年
以
上
前
か
ら
の
念
願

だ
っ
た
工
事
が
、
や
っ
と
実
現
し
ま
し
た
。

安
全
に
す
ば
ら
し
い
道
路
が
で
き
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

問
合
せ
／
農
林
課
農
村
林
務
係　
☎
内
線

255

森
林
の
適
正
な
整
備
保
全
、
集
落
を
結
ぶ
連
絡
道
整
備
の
た
め安全祈願を行う志布市長
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特
集　

が
ん
予
防

が
ん
を
予
防
し
よ
う

　

昭
和
56
年
以
来
、
が
ん
は
日
本
人

の
死
亡
原
因
の
第
1
位
と
な
っ
て
い
ま

す
。
平
成
23
年
の
罹
患
・
死
亡
デ
ー
タ

に
よ
る
と
、
男
性
・
女
性
と
も
に
、
約

２
人
に
１
人
が
一
生
の
う
ち
に
が
ん
と

診
断
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
、
私
た
ち
の
生

命
・
健
康
に
と
っ
て
重
大
な
問
題
で
す
。

が
ん
予
防
の
た
め
の
実
践
指
針

　
国
は
昭
和
59
年
度
に
対
が
ん
10
か
年

総
合
戦
略
を
策
定
、
平
成
19
年
に
は
が

ん
対
策
基
本
法
を
施
行
し
、
よ
り
一
層

の
が
ん
対
策
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

村
山
市
で
は
、
平
成
15
年
度
か
ら

健
康
づ
く
り
計
画
を
策
定
し
、
現
在
は

第
２
次
「
健
康
む
ら
や
ま
21
計
画
」
に

基
づ
き
健
康
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
ま

す
。が
ん
予
防
は
健
康
寿
命
の
延
伸
と
い

う
点
で
も
と
て
も
重
要
で
あ
り
、
「
市

民
の
た
め
の
が
ん
予
防
６
か
条
を
知
ろ

う
」「
が
ん
検
診
を
受
け
よ
う
」
の
実

践
指
針
を
掲
げ
、
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

が
ん
予
防
6
か
条
を
実
践
し
よ
う

　
が
ん
に
な
ら
な
い
た
め
の
基
本
は
、

健
康
的
な
生
活
習
慣
で
す
。
そ
れ
を
具

体
的
に
し
た
の
が
「
市
民
の
た
め
の
が

ん
予
防
６
か
条
」
で
す
。

健
康
的
な
生
活
習
慣
と
が
ん
検
診
で

喫煙　たばこは吸わない。他人のたばこの煙をできるだけ避ける。
飲酒　飲むなら適量飲酒をする。
食事　食事はかたよらずバランスよくとる。
身体活動　日常生活を活動的に過ごす。
体形　適正な範囲に維持する（太りすぎない、やせすぎない）。
感染　肝炎ウイルス感染検査と適切な措置を受ける。

市民のためのがん予防６か条

村山市の死因別死亡割合（平成26年保健福祉統計年報）

がん
（悪性新生物）
24.8％

心疾患
17.1％脳血管

疾患
17.1％

肺炎
9.9％

その他
31.1％

死因となったがんの
罹患部位(多い順)
①胃
②気管支および肺
③大腸
④胆のう

が
ん
検
診
を
受
け
よ
う

　
早
期
発
見
・
早
期
治
療
の
た
め
に
は
、

が
ん
検
診
を
定
期
的
に
受
け
る
こ
と
が

重
要
で
す
。
が
ん
は
悪
性
の
病
気
で
あ

る
と
言
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
治
療
法

や
薬
が
良
く
な
り
初
期
で
あ
れ
ば
治
る

病
気
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
国
で
は

が
ん
検
診
受
診
率
50
％
を
目
指
し
て
い

ま
す
が
、
村
山
市
は
未
達
成
で
す
。

　
そ
し
て
、
検
診
の
結
果
で
要
精
密
検

査
と
な
っ
た
ら
、
必
ず
精
密
検
査
を
受

け
ま
し
ょ
う
。「
時
間
が
な
い
」「
お
っ

く
う
」
と
の
理
由
か
ら
放
置
し
て
い
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
検
診
結
果
は
体
か

ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
す
。
そ
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
大
切
に
し
ま
し
ょ
う
。

村山市のがん検診受診率

26年度 27年度
胃がん 36.4％ 35.9％
大腸がん 47.8％ 49.6％
肺がん 45.8％ 45.6％

子宮頸
けい

がん 33.7％ 33.3％
乳がん 40.6％ 44.1％

※国が示す受診目標は50％です。

■
問
合
せ
／
保
健
課
健
康
指
導
係　
☎
内
線

136

特集　がん予防

村山市健康づくりキャラクター
ぽっぴー
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子
育
て
支
援
拠
点
・
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
会
員
募
集

西
郷
、
大
久
保
、
冨
本
小
学
校
区

■
ひ
だ
ま
り
ル
ー
ム

　
親
子
で
遊
ん
だ
り
、
親
同
士
の
交
流

を
図
っ
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

開
設
日
時　
火
曜
日
～
日
曜
日
、
午
前

９
時
30
分
～
正
午
、
午
後
１
時
～
４
時

■
ま
ち
か
ど
託
児
（
要
登
録
）

　
保
育
士
ス
タ
ッ
フ
が
、
最
長
３
時
間

ま
で
の
一
時
預
か
り
を
行
い
ま
す
。
対

象
は
、
生
後
６
か
月
か
ら
就
学
前
ま
で

の
お
子
さ
ん
で
、
利
用
す
る
前
日
の
午

後
４
時
ま
で
予
約
が
必
要
で
す
。

開
設
日
時　
火
曜
日
～
日
曜
日
、
午
前

９
時
～
午
後
５
時

利
用
料　
１
時
間
６
０
０
円

こ
ん
な
サ
ー
ビ
ス
も

・
利
用
と
協
力
の
会
員
に
よ
る
フ
ァ
ミ

　
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
事
業

・
子
育
て
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に

　
よ
る
相
談
と
適
切
な
窓
口
の
紹
介

・
親
子
で
楽
し
む
イ
ベ
ン
ト
を
毎
月
開
催

■
問
合
せ
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ポ
ポ
ー
の
ひ

ろ
ば　
　
　
　
　
　
　
☎

（53）
０
９
０
１

　
市
内
共
通
の
保
育
時
間
や
減
免
制
度

は
、
市
報
11
月
１
日
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

楯
岡
・
戸
沢
の
募
集
は
市
報
11
月
１
日

号
、
袖
崎
・
大
高
根
の
募
集
は
１
月
１

日
号
に
掲
載
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
各

ク
ラ
ブ
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

登
録
料
は
年
額
３
、
０
０
０
円
で
す
。

■
コ
ス
モ
ス
き
っ
ず
ク
ラ
ブ

対
象　
西
郷
小
学
校
児
童

開
設
場
所　
西
郷
小
学
校
体
育
館
２
階

保
育
料

・
会
員
（
通
年
利
用
）

月
額
５
、
０
０
０
円
～
８
、
０
０
０
円

・
随
時
会
員
（
随
時
利
用
）

日
額
１
、
０
０
０
円
～
１
、
５
０
０
円

募
集
期
間　
12
月
22
日

（木）
ま
で

申
込
み
／
コ
ス
モ
ス
き
っ
ず
ク
ラ
ブ

☎
（55）
９
３
４
８（
午
前
10
時
30
分
～
午
後
６
時
）

■
Ｇ
о
Ｇ
о
キ
ッ
ズ
ク
ラ
ブ

対
象　
大
久
保
小
学
校
児
童

開
設
場
所　
大
久
保
小
学
校
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
ル
ー
ム
１

保
育
料　

・
毎
日
会
員
（
通
年
利
用
）

月
額
６
、
０
０
０
円
～
９
、
０
０
０
円

・
時
々
会
員
（
随
時
利
用
）

日
額
１
、
０
０
０
円
～
１
、
５
０
０
円

募
集
期
間　
12
月
26
日

（月）
ま
で

申
込
み
／
Ｇ
о
Ｇ
о
キ
ッ
ズ
ク
ラ
ブ

☎
（54）
３
３
９
０
（
午
後
１
時
～
６
時
）

■
は
や
丸
キ
ッ
ズ
ク
ラ
ブ

対
象　
冨
本
小
学
校
児
童

開
設
場
所　
冨
本
小
学
校
体
育
館
多
目
的
室

保
育
料

・
毎
日
会
員
（
通
年
利
用
）

月
額
６
、
０
０
０
円
～
９
、
０
０
０
円

・
時
々
会
員
（
随
時
利
用
）

日
額
１
、
０
０
０
円
～
１
、
５
０
０
円

募
集
期
間　
12
月
13
日

（火）
～
平
成
29
年

１
月
13
日

（金）

申
込
み
／
は
や
丸
キ
ッ
ズ
ク
ラ
ブ

☎
（54）
２
９
５
０（
午
後
１
時
～
６
時
）

■
問
合
せ
／
子
育
て
支
援
課　
☎
内
線

163

保
育
園
内
の
「
ぐ
ん
ぐ
ん
」
は
社
会
福

祉
法
人
敬
愛
信
の
会
に
事
業
を
委
託
し

て
い
ま
す
。
施
設
の
特
徴
や
支
援
内
容

を
２
号
に
分
け
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

親
子
交
流
ひ
ろ
ば

　
親
子
交
流
ひ
ろ
ば
は
、
甑
葉
プ
ラ
ザ

2
階
に
あ
り
、
就
学
前
の
お
子
さ
ん
と

親
、
祖
父
母
を
対
象
と
し
た
安
全
安
心

な
屋
内
広
場
で
す
。
木
製
遊
具
や
乳
児

向
け
の
ま
ま
ご
と
玩
具
な
ど
が
あ
り
、

気
軽
に
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
市
は
、
子
育
て

支
援
の
充
実
を
図

る
た
め
に
、
市
内

２
か
所
に
子
育
て

支
援
拠
点
施
設
を

設
置
し
て
い
ま

す
。
甑
葉
プ
ラ
ザ

内
の
「
親
子
交
流

ひ
ろ
ば
」
は
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
ポ
ポ
ー
の

ひ
ろ
ば
に
、
戸
沢

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
利
用
会
員
の
募
集

市
内
２
か
所
で
実
施

地
域
子
育
て
支
援
拠
点
事
業
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子
育
て
応
援
情
報

子育て応援メッセ
「ポポーまつり」
小学校入学前までのお子さん対象
　楽しい遊びがいっぱいです。当
日、各コーナーで使えるチケット
を配布します。チケットがなくな
り次第、入場終了となります。
■期日　12月4日(日)
■時間　午前10時～午後1時
■会場　甑葉プラザ甑葉ホール
問ポポーのひろば  ☎(53)0901

子育て応援情報
～交流イベント・講座情報～

Babyママカフェ
(クリスマス会)
▶事前にお申し込みください

平成27年12月以降生まれの赤ちゃん
とママが対象。妊娠中の方もどうぞ。
　アルバムづくりを行いますので、
写真を数枚持参してください。
■期日　12月21日(水)
■時間　午前10時30分～11時30分
■会場　甑葉プラザ親子交流ひろば
■参加費　100円
■定員　18組
問ポポーのひろば  ☎(53)0901

ぐんぐん広場
小学校入学前までの親子対象
　子育てや孫育てをしている方の
遊びや集いの場です。どこの地
域の方でもお気軽にお越しくださ
い。持参したお弁当を会場内で交
流しながら食べることもできま
す。
■期日　12月17日(土)
■時間　午前9時30分～正午
■会場　戸沢保育園
問子育て支援センターぐんぐん
　 ☎(56)2002

屋内の遊び場として開放
保育施設開放日
保育施設など入所前のお子さん対象
■期日・会場・時間
・12月20日(火)　袖崎児童センター
　午前8時30分～10時30分
問子育て支援課  ☎内線163

おたんじょう手形
プレゼント
3歳までのお子さん対象
　12月生まれのお子さんに記念
の手形をプレゼントをします。
■期日　12月27日(火)
■時間　午前10時30分まで受付
■会場　甑葉プラザ親子交流ひろば
問ポポーのひろば  ☎(53)0901

ぐんぐんの「出前保育」
保育施設など入所前の親子対象
　ぐんぐんの職員と一緒に、体操
や手遊びなどを楽しみましょう。
保育施設の園児との交流や工作、
おやつの時間もあります。
■期日・会場
12月21日(水)　戸沢保育園
■時間　午前9時30分～11時30分
問子育て支援センターぐんぐん
　 ☎(56)2002

子育て応援室「すくすく」
子育て・孫育て中の方ならどなたでも
　子育ての話ができる場です。子
育て支援コーディネーターが子育
て情報の提供も行います。
■期日　12月6日(火)、13日(火)、
　　　　20日(火)
■時間　午前9時30分～11時30分
■会場　甑葉プラザ親子交流ひろば
問ポポーのひろば  ☎(53)0901

ひだまり保健室
小学校入学前までのお子さん対象
　お子さんの身長・体重測定がで
きます。測定結果はカードにして
お渡しします。
■期日　12月2日(金)
■時間　午前10時30分～11時受付
■会場　甑葉プラザ親子交流ひろば
問ポポーのひろば  ☎(53)0901

クリスマスカフェ
▶事前にお申し込みください

1歳以上の親子対象
　大人用にケーキと飲み物を用意
します。お子さんにはサンタさん
からプレゼントがあります。
■期日　12月15日(木)
■時間　午前10時～11時30分
■会場　甑葉プラザ親子交流ひろば
■参加費　大人300円、子ども200円
■定員　20組
問ポポーのひろば  ☎(53)0901

ぐんぐんの育児講座
「ふれあい運動あそび」
保育施設など入所前の親子対象
　昨年度、大好評だった育児講座
です。お子さんとスキンシップを
とりながら楽しく運動しましょう。
■期日　12月6日(火)
■時間　午前10時～11時
■会場　戸沢地域市民センター
■講師　渡辺翔健康運動指導士
問子育て支援センターぐんぐん
　 ☎(56)2002
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市
職
員
の
給
与
状
況

市職員の給与の状況をお知らせします
　市職員の給与や職員数など人事行政の運営等についての公表は、地方公務員法に基づき「村山市人事行政
の運営等の状況の公表に関する条例」で定められています。市民の皆さんに市職員の給与や職員数などにつ
いてお知らせすることで、より分かりやすく開かれた行政にしていきます。

問総務課職員係  ☎内線215　より詳しい内容についてはホームページでご覧になれます。
　　　http://www.city.murayama.lg.jp

平成27年度普通会計決算
人口(平成27年度末) 25,368人
歳出額(Ａ) 119億1,877万8千円
人件費(Ｂ) 23億8,714万9千円
人件費率(Ｂ／Ａ) 20.0％

※人件費には特別職(市長、副市長、議会の議員等)
に支給される給料、報酬などを含みます。

※人口は住民基本台帳を参考。

▶人件費の状況

平成27年度普通会計決算
職員数(A) 264人

給
与
費

給与 10億2,612万5千円
職員手当 1億6,009万円
期末勤勉手当 3億8,360万6千円
合計(Ｂ) 15億6,982万1千円

一人当たり給与費(Ｂ/Ａ) 594万6千円

※特別職と国保・下水道・介護特別会計、水道企　
業会計から給与が支払われる職員を除きます。

※職員手当は退職手当を含みません。

▶職員給与費の状況

区分 24
年度

25
年度

26
年度

27
年度

28
年度

職員数
(4月1日現在) 313人 311人 305人 297人 285人

採用者
(4月1日現在) 10人 9人 8人 7人 6人

退職者
(前年度末) 17人 11人 14人 15人 17人

※特別職を除きます。

▶職員数の状況

平成28年4月1日現在
区分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額

一般行政職 42.8歳 328,400円 363,600円
技能労務職 47.8歳 307,500円 335,800円
※平均給与月額は平均給料月額に職員手当の額を

加えたものです。

▶職員の平均給料・給与の月額および平均年齢

平成28年4月1日現在
区分 自己都合 勧奨・定年

支
給
率

勤続20年 20.455月分 25.55625月分
勤続25年 29.145月分 34.5825月分
勤続35年 41.325月分 49.59月分
最高限度額 49.59月分 49.59月分

その他の加算措置 定年前早期退職特例措置
(2～30％加算)

1人当たりの平均支給額 19,101千円

▶職員の退職手当

平成28年4月1日現在

区分
期末手当 勤勉手当

市 国 市 国
6月期 1.225月分 1.225月分 0.7月分 0.8月分
12月期 1.475月分 1.375月分 0.7月分 0.8月分

計 2.7月分 2.6月分 1.4月分 1.6月分

▶職員の期末・勤勉手当

▶市議会議員の報酬等 (平成28年度)
区分 報酬月額等

報酬
議　長　　　　　　　　435,000円

副議長　　　　　　　　385,000円
議　員　　　　　　　　360,000円

期末手当

６月期　　 　　基礎額の1.425月分
12月期　　　　基礎額の1.575月分

計　　　　　　　　　　　  3.0月分

(平成28年度)
区分 給料月額等

給料
（減額前の給料）

市　長　　   460,000(920,000)円

副市長　　   552,000(690,000)円
教育長　　   504,000(560,000)円

期末手当
6月期　　　　  基礎額の1.425月分
12月期　　　　基礎額の1.575月分
計　　　　　　　              3.0月分

※基礎額は報酬、減額前の給料に40％加算した額です。
※給料は市長は50％、副市長は20％、教育長は

10％減額しています。

▶市長・副市長・教育長の給料等
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時
の
動
静
・
わ
れ
ら
地
域
お
こ
し
協
力
隊

こ
ん
に
ち
は

　
　
ナ
ジ
ュ
ワ
で
す

　
高
額
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
、
わ
ず
か
5
日
間
で
品
切
れ
。
新
聞
で
ご
覧
に
な
っ

た
方
も
多
い
と
存
じ
ま
す
。

　
こ
の
返
礼
品
は
、
市
報
７
月
1
日
号
で
お
知
ら
せ
し
た
「
夢
応
援
奨
学
金
」
の
基

金
の
た
め
に
、
50
万
円
以
上
の
ふ
る
さ
と
納
税
を
し
た
方
を
対
象
に
用
意
し
た
も
の

で
、
市
内
の
酒
蔵
を
代
表
す
る
日
本
酒
「
十
四
代
」
「
手
間
暇
」
を
１
升
ず
つ
２
本

組
に
し
て
い
ま
す
。
10
セ
ッ
ト
限
定
で
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
申
し
込
み
が
相
次
ぎ
、

実
質
４
日
で
申
込
み
を
締
め
切
り
ま
し
た
。

　
こ
の
お
酒
は
入
手
困
難
で
は
あ
り
ま
す
が
、
1
セ
ッ
ト
50
万
円
は
ケ
タ
違
い
で

す
。
経
済
的
理
由
で
進
学
が
難
し
い
生
徒
の
た
め
の
奨
学
金
に
活
用
す
る
と
は
言

え
、
企
画
し
た
我
々
も
驚
き
ま
し
た
。

　
寄
付
金
の
目
標
額
は
５
０
０
万
円
で
し
た
が
、
実
際
は
７
０
０
万
円
集
ま
り
ま
し

た
。
本
当
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
給
付
型
奨
学
金
に
つ
い
て
は
、
国
も
来
年
度
か
ら
月
3
万
円
の
給
付
を
検
討
し
て

い
る
よ
う
で
す
。
国
と
村
山
市
の
給
付
型

奨
学
金
に
貸
与
型
の
奨
学
金
を
合
わ
せ
利

用
す
る
こ
と
で
、
経
済
的
理
由
で
進
学
が

難
し
い
学
生
が
、
将
来
に
希
望
を
持
つ
こ

と
に
な
れ
ば
目
的
達
成
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
村
山
市
は
い
ろ
い
ろ
な
面

で
子
を
持
つ
世
代
の
応
援
に
力
を
入
れ
て

参
り
ま
す
。
そ
の
こ
と
が
村
山
市
の
未
来

を
創
る
原
動
力
に
な
る
と
信
じ
て
い
る
か

ら
で
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ま
の
ま
す
ま
す
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

Vol.
012

　
「
１
対
１
だ
と
何
を
話
せ
ば
良
い
か
わ
か

ら
な
い
」、「
良
い
人
を
誰
か
に
紹
介
し
た

い
」。
そ
ん
な
方
々
の
た
め
に
プ
チ
仲
人
さ

ん
と
紹
介
し
た
い
人
が
2
人
1
組
で
参
加

す
る
恋
活
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
ま
し
た
。

村
山
市
の
人
口
を
増
や
し
た
い
と
い
う
思

い
か
ら
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
全
員
で
準

備
を
進
め
て
い
ま
す
。
人
口
が
減
少
す
れ

ば
、
村
山
市
の
す
ば
ら
し
い
文
化
や
技
術

な
ど
を
継
ぐ
次
の
世
代
が
い
な
く
な
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
そ
し
て
、
私
ご
と
で
す
が
、
10
月
に
赤

ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
妻
の
東
さ
ん

は
産
休
中
に
も
関
わ
ら
ず
、
地
域
お
こ
し

協
力
隊
と
し
て
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
の
打
ち

合
わ
せ
に
電
話
な
ど
で
参
加
し
、
企
画
を

考
え
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
か
ら
の
応
募
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
一
緒
に
村
山
市
を

盛
り
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
！

■「
私
の
一
押
し
連
れ
て
行
き
ま
す
」

日
時　
12
月
10
日

（土）
午
後
3
時
～
7
時
30
分

会
場　
甑
葉
プ
ラ
ザ

参
加
対
象　
25
歳
か
ら
45
歳
の
独
身

※
プ
チ
仲
人
さ
ん
は
条
件
な
し

申
込
方
法　
電
話
か
メ
ー
ル
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。
名
前
、
年
齢
、
住
所
、
電

話
番
号
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
み
先　
政
策
推
進
課
内 

☎
内
線

274

E-m
ail

：seisaku@
city.m

urayam
a.lg.jp

Vol.
21

～ナジュワ隊員の奮闘記～

キーワードは
1セット50万円

お父さんになりました。息子の名前はダニアル秋星です。

キーワードは
111年

市
長
が
市
の
動
き
を
お
伝
え
し
ま
す

時
の
動
静
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叙勲受章者のご紹介

　
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
（
ヘ
ル
パ
ー

派
遣
・
短
期
入
所
な
ど
）
や
障
が
い
児

通
所
支
援
（
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

な
ど
）
を
利
用
す
る
際
は
、
指
定
を
受

け
た
事
業
所
か
ら
、
事
前
に
サ
ー
ビ
ス

等
利
用
計
画
を
作
成
し
て
も
ら
う
必
要

が
あ
り
ま
す
。
市
内
で
は
次
の
事
業
所

が
指
定
を
受
け
て
い
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

・
市
社
会
福
祉
協
議
会
相
談
支
援
事
業
所

（
楯
岡
笛
田
四
丁
目
５
番
１
号
）

※
村
山
総
合
支
庁
北
村
山
地
域
振
興
局

と
な
り
総
合
福
祉
支
援
セ
ン
タ
ー
内

（
旧
村
山
保
健
所
）　
☎

（47）
８
６
９
５

生
活
福
祉
情
報

障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の

利
用
を
お
考
え
の
方
へ

受
章
者
紹
介
・
生
活
福
祉
情
報

第27回危険業務従事者叙勲
瑞宝双光章

　昭和45年に消防職員となり、消防署長、消防
長などを歴任。平成24年に退職するまで42年
間、消防業務に精励されました。
　特に、機械器具の改善と管理保全を積極的に
実施し、訓練時および消防活動などにおける安
全維持向上に尽力されました。

平成28年秋の叙勲
旭日小綬章

齋藤　健治さん（戸沢）服部　智彦さん（楯岡）

障
が
い
福
祉
・
障
が
い
児
通
所

サ
ー
ビ
ス
事
業
所
の
紹
介

　
市
内
の
事
業
所
を
紹
介
し
ま
す
。

障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス

■
就
労
継
続
支
援
（
Ａ
・
Ｂ
型
）

生
産
活
動
の
場
を
提
供

・
わ
っ
し
ょ
い
！　
　
☎

（47）
８
６
９
４

・
ピ
ー
ス
楯
岡　
　
　
☎

（38）
０
１
２
１

■
就
労
移
行
支
援

就
労
に
必
要
な
訓
練
な
ど
の
支
援

・
わ
っ
し
ょ
い
！　
　
☎

（47）
８
６
９
４

・
ピ
ー
ス
第
Ⅱ
楯
岡　
☎

（38）
０
１
２
１

■
生
活
介
護
（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）

日
常
生
活
の
場
を
提
供

・
わ
っ
し
ょ
い
！　
　
☎

（47）
８
６
９
４

障
が
い
児
通
所
サ
ー
ビ
ス

■
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

学
齢
障
が
い
児
に
対
す
る
療
育
訓
練
な

ど
の
支
援

・
お
ひ
さ
ま　
　
　
　
☎

（53）
３
６
１
８

・
た
い
よ
う　
　
　
　
☎

（47）
８
６
９
３

■
児
童
発
達
支
援

未
就
学
障
が
い
児
へ
の
支
援

・
い
ず
み　
　
　
　
　
☎

（53）
３
３
３
０

※
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
に
は
申
請
が

必
要
で
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
／

障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

福
祉
課
生
活
福
祉
係　
　
　
☎
内
線

146

障
が
い
児
通
所
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

子
育
て
支
援
課
子
ど
も
福
祉
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎
内
線

162

　平成4年に（社）県薬剤師会理事に就任以来、
常務理事、副会長、会長を歴任。24年間にわた
り、保健衛生の向上及び地域医療の発展に貢献
されました。また、昭和40年から小中学校の学
校薬剤師としても活躍され、快適な学校環境づ
くりに尽力されています。
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受賞者のご紹介
※敬称略

野間読書推進賞
　第46回野間読書推進賞に村山朗
読会が選ばれ、11月1日に東京都
で表彰状が贈呈されました。長年
にわたり実施してきた読み聞かせ
などの活動が評価されたものです。
■団体の部　村山朗読会
　　　　　 （大場ひろみ代表）

環境大臣表彰

　10月20日、平成28年度山形県
婦人（女性）防火研修会が東根市
で開催され、地域火災予防思想の
普及に貢献した方へ表彰状が贈呈
されました。
■優良クラブ指導者
　井澤　和子（袖崎）

全国社会教育委員連合表彰
　10月27日、第58回全国社会教
育研究大会千葉大会で、社会教育に
貢献した方へ表彰状が贈呈されまし
た。菊地さんは、市の社会教育委員
を21年務め、県社会教育委員連絡協
議会理事としても活躍されました。
■菊地　立（楯岡）

　
平
成
28
年
中
に
老
齢
基
礎
年
金
を
受

け
と
っ
た
方
へ
「
公
的
年
金
等
の
源
泉

徴
収
票
」
が
1
月
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

　
源
泉
徴
収
票
で
は
①
28
年
中
に
受
け

取
っ
た
年
金
の
総
額
、
②
社
会
保
険
料

と
し
て
控
除
さ
れ
た
金
額
、
③
源
泉
徴

収
税
額
、
④
控
除
の
内
容
を
お
知
ら
せ

し
て
い
ま
す
。

　
確
定
申
告
を
す
る
際
に
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
、
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ

い
。

※
障
害
年
金
や
遺
族
年
金
は
非
課
税
と

な
っ
て
い
る
た
め
、
源
泉
徴
収
票
は
送

付
さ
れ
ま
せ
ん
。

■
定
例
年
金
相
談

　
寒
河
江
年
金
事
務
所
へ
ご
希
望
の
時

間
を
事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

期
日　
12
月
9
日

(金)

時
間　
午
前
10
時
～
午
後
3
時

会
場　
市
役
所
1
階
消
費
生
活
相
談
室

■
問
合
せ
／
寒
河
江
年
金
事
務
所

　
　
☎
０
２
３
７

(84)
２
５
５
１
ま
た
は

　
　
市
民
環
境
課
市
民
係　
☎
内
線

113

公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
が

送
付
さ
れ
ま
す

国
民
年
金
情
報

改組新第3回日展
■入選
【洋画】原田　一裕（楯岡）
【書】　工藤　聖泉（大倉）

献血功労者
■250回　森谷　秀一（楯岡）
■50回　  小杉宇一郎（楯岡）
　　　　   兵庫　和彦（楯岡）
　　　　   外塚　秀信（大久保）
　　　　   小室　邦秀（袖崎）
■30回　　柴田　博美（楯岡）
　　　　   志布　　聡（楯岡）
　　　　   矢作　　隆（楯岡）
　　　　   結城美恵子（西郷）
　　　　   鈴木　貴雄（大倉）
　　　　   釜神奈保子（冨本）
　　　　   釜神　貴史（冨本）
　　　　　安達　吉智（袖崎）
　　　　   石川　金幸（大高根）

県少年婦人防火委員会会長表彰

　六沢さんは、県の指定検査機関
で25年間浄化槽の水質検査業務
に携わり、また、法定検査におけ
る技術的専門事項検討委員会の委
員を務め、水質の向上に貢献され
ました。
■六沢　善幸（袖崎）

技能五輪全国大会
　第54回技能五輪全国大会が10
月21日から24日に県内で開催さ
れ、市民や市内企業から次の方が
入賞されました。
■銀賞
　松田みのり（マリ美容室・東根市）
■銅賞
　板垣  伸治（㈱天童木工・楯岡）
■敢闘賞
　黒沼  裕太（㈱天童木工・大高根）
　鈴木  愛里（マリ美容室・尾花沢市）

受
賞
者
紹
介
・
国
民
年
金
情
報
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■村山市商工会長賞
伊藤　里奈（冨本小2年）
奥山　桃花（葉山中3年）
■山形新聞・山形放送賞
森　　清風（袖崎小6年）
井澤真奈花（葉山中1年）
■ぺんてる賞
奥山　佳音（楯岡小1年）
夘野　　唯（大久保小1年）
長谷川華子（楯岡小2年）
森　　僚汰（袖崎小2年）
安達　心結（楯岡小3年）
元木　　月（富並小3年）
石澤　颯人（楯岡小4年）
柴田　夢杏（楯岡小5年）
後藤　舞羽（冨本小5年）
児玉　晟矢（戸沢小5年）
平　　光雅（楯岡小6年）
矢作　優育（西郷小6年）
大江ひより（楯岡中1年）
奥山ひより（楯岡中1年）
加藤　優衣（楯岡中1年）
菊地　凜々（楯岡中1年）
笹原　羽藍（楯岡中1年）
柴田　梨奈（楯岡中1年）
三澤　紗世（楯岡中1年）
高橋　　杏（葉山中2年）
中里　有希（葉山中3年）

第46回村山市こども美術展

※敬称略

■村山市長賞
野口　柚輝（袖崎小4年）

地主　祐李（葉山中2年）

■村山市議会議長賞
石川隆之介（袖崎小5年）
丹野　奈々（楯岡中1年）
■村山市教育委員会賞
板垣　哉人（楯岡小2年）
土海　京香（葉山中1年）
■村山市小学校長会長賞
須藤　祐海（西郷小1年）
■村山市中学校長会長賞
東海林心桜（楯岡中1年）
■村山市美術連盟賞
大沼樹希斗（冨本小6年）
石川　魁人（葉山中3年）
■村山ロータリークラブ会長賞
齋藤　啓太（富並小1年）
井上　稚菜（葉山中2年）
■村山ローズロータリークラブ会長賞
西塚あかり（袖崎小3年）
佐藤　涼華（楯岡中2年）
■村山ライオンズクラブ会長賞
太田　優喜（西郷小4年）
須藤　叶羽（楯岡中1年）
■村山青年会議所理事長賞
小山　美海（大久保小3年）
大類　彩姫（楯岡中1年）

市納税標語コンクール

　納税意識を高めるため、市では
小学生と中学生に対し、隔年ごと
に納税標語を募集しています。今
年は小学生5、6年生から募集し
ました。
■村山市長賞
平　　莉央（楯岡小5年）
「考えよう  納税するいみ  大切さ」
■村山市議会議長賞
菊地　駿汰（大久保小5年）
■村山市副市長賞
落合　琉依（楯岡小6年）

■村山市教育委員会教育長賞
若林こころ（冨本小6年）
■入選
岩崎　真央（楯岡小5年）
武田　奏音（楯岡小5年）
田部井朱羽（楯岡小5年）
柴田　美咲（西郷小5年）
森　虎良稀（袖崎小5年）
植松　千陽（楯岡小6年）
菊地　　直（大久保小6年）
後藤　真聖（冨本小6年）
松田　啓吾（戸沢小6年）
阿部　一馬（富並小6年）

全国中学生人権作文コンテスト

県小学生人権書道コンテスト

■第36回全国中学生人権作文コ
ンテスト山形協議会表彰者
・山形地区奨励賞
　安達　れな（楯岡中3年）

■平成28年度山形県小学生人権
書道コンテスト山形協議会表彰者
・県大会奨励賞
　森　こころ（大久保小6年）
・山形地区奨励賞
　原田　愛翔（西郷小5年）
　高島　彩未（冨本小5年）
　森　虎良稀（袖崎小5年）
　高橋　璃帆（富並小5年）
　安達　修宏（楯岡小6年）
　齋藤　三唯（戸沢小6年）
■人権書道展を開催します
　市内小学生から募集した人権に
関する書道作品388点を展示しま
す。
期間　12月6日(火)～11日(日)
時間　午前9時～午後6時
　　　※11日は午後3時まで
会場　甑葉プラザロビー

受賞者のご紹介

受
賞
者
紹
介
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む
ら
や
ま
発
わ
だ
い
の
グ
ル
メ
め
ぐ
り

村
山
駅

村
山
駅

甑
葉
プ
ラ
ザ

甑
葉
プ
ラ
ザ

むらやま わだいのグルメめぐり
むらやまに美味いものあり！

発

ス
イ
ー
ト

      

ポ
テ
ト
菓
子
の
吉
藤

住所：楯岡五日町7-21　電話：55-2202　営業時間：午前9時～午後6時30分　定休日：日曜日

次回は、吉田さんがお薦めのカフェレストランめもりい（楯岡）を取材します。

　
楯
岡
商
店
街
の
老
舗
菓
子
店
で
あ
る

「
菓
子
の
吉
藤
」は
、明
治
25
年
に
創
業

し
ま
し
た
。
吉
田
家
は
代
々
楯
岡
で
商

い
を
し
て
お
り
、
店
主
は
吉
田
藤
兵
衛

と
い
う
名
前
を
襲
名
し
て
い
ま
す
。
現

在
の
店
主
の
吉
田
藤
兵
衛
さ
ん
（
楯

岡
）は
吉
田
家
の
10
代
目
に
あ
た
り
、菓

子
店
主
と
し
て
は
4
代
目
に
な
る
そ
う

で
す
。販
売
し
て
い
る
お
菓
子
は
、妻
の

満
喜
子
さ
ん
と
長
女
の
羽
田
奈
々
重
さ

ん
（
天
童
市
）
と
と
も
に
作
っ
て
い
ま

す
。
奈
々
重
さ
ん
は
東
日
本
大
震
災
を

き
っ
か
け
に
実
家
の
お
店
を
思
う
気
持

ち
が
強
く
な
り
、
東
京
か
ら
帰
る
こ
と

を
決
心
し
た
そ
う
で
す
。

　
「
ス
イ
ー
ト
ポ
テ
ト
」
は
お
い
し
い

サ
ツ
マ
イ
モ
が
手
に
入
る
秋
冬
限
定
の

商
品
で
す
。
使
用
し
て
い
る
の
は
、
ス

イ
ー
ト
ポ
テ
ト
に
最
適
な
品
種
紅
あ
ず

ま
。
シ
ン
プ
ル
な
菓
子
だ
か
ら
こ
そ
材

料
に
こ
だ
わ
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
吉

藤
の
特
長
は
、
皮
ご
と
焼
い
て
、
そ
の

焼
い
た
皮
を
器
に
し
、
食
べ
ら
れ
る
よ

う
工
夫
し
て
い
る
こ
と
。
ひ
と
く
ち
食

べ
る
と
サ
ツ
マ
イ
モ
の
風
味
と
程
よ
い

甘
さ
が
口
の
中
に
広
が
り
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
吉
藤
の
不
動
の
人
気
商
品

が
「
シ
ュ
ー
ク
リ
ー
ム
」
で
す
。
や
わ

ら
か
い
シ
ュ
ー
皮
に
し
っ
か
り
と
し
た

カ
ス
タ
ー
ド
が
た
っ
ぷ
り
入
っ
て
い
ま

す
。
昔
な
が
ら
の
製
法
を
あ
え
て
変
え

ず
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
楽
し

め
る
味
に
仕
上
げ
て
い
る
そ
う
で
す
。

保
存
料
は
一
切
使
用
し
て
い
な
い
た

め
、
夏
の
期
間
は
販
売
を
お
休
み
し
て

い
ま
す
。

　
奈
々
重
さ
ん
は
2
歳
の
子
ど
も
を
持

つ
マ
マ
で
も
あ
り
ま
す
。
「
今
後
は
子

ど
も
が
好
き
な
商
品
開
発
に
も
取
り
組

ん
で
、
マ
マ
と
子
ど
も
が
一
緒
に
楽
し

め
る
店
づ
く
り
を
し
て
い
き
た
い
」
と

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
老
舗
の
味
を
守
り
な
が
ら
、
新
し
い

味
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
く
「
菓
子

の
吉
藤
」
。
わ
だ
い
の
グ
ル
メ
を
召
し

上
が
れ
。

奈々重さん(左)と息子の脩馬くん(中)、
満喜子さん(右)
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ま
ち
の
話
題

　市内で行われた催しや市にまつわる出来事などを取材
し、市民のみなさんに楽しい話題をお伝えします。

　
レ
ト
ル
ト
芋
煮
「
い
も
煮
国
」
の
販

売
を
開
始
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
山
形

県
を
代
表
す
る
郷
土
料
理
芋
煮
で
地
域

お
こ
し
を
図
ろ
う
と
、
村
山
産
業
高
校

の
生
徒
が
企
画
を
提
案
。
パ
ッ
ケ
ー
ジ

デ
ザ
イ
ン
、
ネ
ー
ミ
ン
グ
を
考
案
し
、

道
の
駅
む
ら
や
ま
と
協
力
し
商
品
化

し
た
も
の
で
す
。
素
材
、
味
に
も
こ

だ
わ
っ
て
お
り
、
村
山
市
産
の
黒
毛
和

牛
、
サ
ト
イ
モ
、
ネ
ギ
を
使
用
し
、
し
ょ

う
ゆ
ベ
ー
ス
の
味
に
仕
上
げ
ま
し
た
。

　
2
食
入
り
１
、
３
０
０
円
（
税
込
）

で
、
道
の
駅
む
ら
や
ま
、
Ｊ
Ｒ
村
山

駅
、
東
京
浅
草
の
商
業
施
設
「
ま
る
ご

と
に
っ
ぽ
ん
」
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

　
10
月
29
日
、
市
民
会
館
で
森
山
良
子

コ
ン
サ
ー
ト
～T

ouch m
e...

～
を
開

催
し
ま
し
た
。
市
民
会
館
は
開
館
50
周

年
、
森
山
良
子
さ
ん
も
デ
ビ
ュ
ー
50
周

年
で
す
。

　

森
山
良
子
さ
ん
は
、
２
０
０
２
年

に
、
日
本
レ
コ
ー
ド
大
賞
で
最
優
秀
歌

唱
賞
、
金
賞
、
作
詞
賞
の
3
冠
を
達
成

し
て
い
ま
す
。
当
日
は
、
「
こ
の
広

い
野
原
い
っ
ぱ
い
」
や
「
涙
そ
う
そ

う
」
、「
さ
と
う
き
び
畑
」
な
ど
の
名

曲
の
ほ
か
、
ポ
ッ
プ
ス
か
ら
ク
ラ
シ
ッ

ク
ま
で
幅
広
く
全
26
曲
を
熱
唱
。
来
場

さ
れ
た
皆
さ
ん
は
、
透
明
感
の
あ
る
歌

声
に
聴
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

高
校
生
の
ア
イ
デ
ア
満
載

い
も
煮
国
販
売
開
始

美
し
い
歌
声
で
魅
了

森
山
良
子
コ
ン
サ
ー
ト

アンコールで熱唱する森山良子さん

　
10
月
26
日
、
市
民
体
育
館
で
第
1
回

中
村
杯
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
六
魂
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
競
技
は
、
矢
を

放
つ
際
の
腹
式
呼
吸
が
健
康
増
進
に
つ

な
が
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
県
ス
ポ
ー

ツ
吹
矢
協
会
（
国
井
良
幾
会
長
）
な
ど

が
開
催
し
た
も
の
で
、
県
内
外
か
ら
72

人
が
出
場
。
出
場
者
の
皆
さ
ん
は
、
緊

迫
し
た
中
で
競
技
に
集
中
し
て
い
ま
し

た
。
同
日
、
ク
ア
ハ
ウ
ス
碁
点
が
（
一

社
）
日
本
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
協
会
の
認
定

研
修
所
第
1
号
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
温

泉
が
楽
し
め
る
宿
泊
施
設
で
、
競
技
も

で
き
る
こ
と
が
評
価
さ
れ
、
認
定
さ
れ

た
も
の
で
す
。

静寂の中で競技に集中する出場者の皆さん

制作に携わった村山産業高校生徒の皆さん

第
1
回
中
村
杯

ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
六
魂
大
会
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ま
ち
の
話
題

　
市
内
企
業
の
皆
さ
ん
が
地
域
貢
献
の

一
環
と
し
て
、
美
化
活
動
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
行
い
ま
し
た
。

　
和
光
電
機
通
信
工
業
㈱
（
西
水
流
一
誠

代
表
取
締
役
）
は
、
10
月
５
日
に
社
員

17
人
で
駅
西
地
区
の
歩
道
な
ど
の
ゴ
ミ

拾
い
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
10
月
15
日
に
は
河
西
建
設
㈱

（
奥
山
吉
三
代
表
取
締
役
社
長
）
が
社

員
約
40
人
で
県
道
寒
河
江
村
山
線
の
歩

道
の
草
取
り
や
掃
き
掃
除
を
行
い
ま
し

た
。

　
企
業
・
団
体
な
ど
で
実
施
す
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
の
情
報
を
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。
市
報
で
紹
介
し
ま
す
。

　

ア
ク
ト
ザ
ー
ル
M
は
、
名
誉
市
民

村
川
千
秋
さ
ん
と
映
画
監
督
村
川
透
さ

ん
が
地
域
活
性
化
の
願
い
を
込
め
、
平

成
26
年
に
生
家
が
あ
っ
た
場
所
に
建
て

た
も
の
で
す
。
10
月
に
新
し
い
駐
車
場

も
完
成
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
市
民
イ
ベ
ン

ト
で
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
11
月
12
日

に
は
、
Ｇ
Ｏ
Ｇ
Ｏ
！
む
ら
や
ま
夢
大
学

市
民
委
員
の
有
志
が
企
画
し
た
朗
読
集

団
「
さ
ん
の
会
」
の
公
演
「
藤
沢
周
平

を
読
む
」
が
行
わ
れ
、
市
内
外
か
ら
大

勢
の
方
が
来
場
し
て
い
ま
し
た
。

　
施
設
を
利
用
し
た
い
方
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
し

ん（
☎
０
２
３
（
６
１
２
）
７
７
８
７
）

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
11
月
6
日
、
甑
葉
プ
ラ
ザ
で
山
形
あ

づ
ま
り
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
県
内
各
地
で
地
域
活
性
化
の
た
め

活
躍
す
る
団
体
等
で
結
成
さ
れ
た
山
形

あ
づ
ま
り
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
実
行
委
員
会

（
吉
田
創
実
行
委
員
長
）
が
主
催
し
、

今
年
で
4
年
目
。
参
加
団
体
は
、
食
・

ス
テ
ー
ジ
・
体
験
の
3
部
門
に
分
か
れ

て
活
動
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。
ス
テ
ー
ジ

で
は
、
村
山
産
業
高
校
又
新
連
に
よ
る

徳
内
ば
や
し
演
舞
や
、
ご
当
地
ヒ
ー

ロ
ー
シ
ョ
ー
な
ど
を
実
施
。
最
後
は
山

形
大
学
花
笠
サ
ー
ク
ル
四
面
楚
歌
の
先

導
で
来
場
者
は
花
笠
踊
り
を
楽
し
み
、

会
場
は
笑
顔
で
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

満席となった「さんの会」の公演

美
化
活
動
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

ア
ク
ト
ザ
ー
ル
M

イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
活
用

山
形
あ
づ
ま
り
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ

↑
和
光
電
機
通
信
工
業
㈱

　
の
皆
さ
ん

←

河
西
建
設
㈱
の
皆
さ
ん

花笠踊りを踊る来場者と県内各地のご当地キャラ

　
11
月
20
日
、
大
わ
ら
じ
を
奉
納
し
て

い
る
友
好
都
市
台
東
区
の
浅
草
寺
境
内

で
「
大
わ
ら
じ
の
里 

山
形
県
村
山
市

観
光
物
産
展
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
新

米
や
果
物
、
地
酒
な
ど
の
特
産
品
を
販

売
し
た
ほ
か
、
4
団
体
に
よ
る
徳
内
ば

や
し
演
舞
も
行
い
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
首
都
圏
在
住
の
市
出
身
者

に
よ
る
東
京
村
山
会
（
菊
地
栄
吉
会

長
）
の
会
員
21
人
の
皆
さ
ん
か
ら
お
手

伝
い
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
東
京
村
山

会
は
今
年
で
結
成
15
年
目
。
今
年
か
ら

「
村
山
市
応
援
隊
」
と
し
て
、
市
の
Ｐ

Ｒ
活
動
な
ど
、
今
ま
で
以
上
に
ご
尽
力

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

浅
草
で
の
村
山
市
観
光
物
産
展

東
京
村
山
会
会
員
が
市
を
Ｐ
Ｒ会員の皆さんには運営にもご協力いただきました
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お
知
ら
せ

漏
水
は
、
漏
水
し
た
分
の
料
金
も
使
用

者
の
負
担
と
な
り
ま
す
。
事
故
が
起
き

な
い
よ
う
、
水
抜
き
、
雪
囲
い
な
ど
を

行
い
、し
っ
か
り
と
管
理
し
ま
し
ょ
う
。

■
問
合
せ
／
水
道
課　
　
　
☎
内
線

181

灯
油
漏
れ
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

　
次
の
こ
と
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

・
給
油
中
は
、
そ
の
場
を
離
れ
な
い

・
給
油
後
は
元
栓
を
再
確
認

・
タ
ン
ク
や
配
管
の
定
期
点
検

・
定
期
的
に
タ
ン
ク
の
残
量
を
確
認

■
油
流
出
事
故
が
あ
っ
た
場
合
は

・
栓
を
閉
め
、古
布
や
新
聞
紙
で
吸
い
取
る

・
水
で
洗
い
流
さ
ず
、
速
や
か
に
市
民

　
環
境
課
ま
た
は
消
防
署
に
連
絡

■
問
合
せ
／
市
民
環
境
課　
☎
内
線

116

　
　
　
　
　
消
防
署　
☎

（55）
２
５
１
４

冬
の
セ
ン
タ
ー
ま
つ
り

　
電
車
・
ク
ラ
フ
ト
コ
ー
ナ
ー
な
ど
、

多
彩
な
催
し
物
を
行
い
ま
す
。
17
日

（土）

は
、
村
山
朗
読
会
に
よ
る
人
形
劇
を
午

前
11
時
か
ら
と
午
後
1
時
50
分
か
ら
の

2
回
、
星
空
散
歩
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
を

午
後
7
時
か
ら
行
い
ま
す
。

期
日　
12
月
17
日

（土）
、
18
日

（日）

手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。
届
出
の
用

紙
は
市
税
務
課
で
配
付
す
る
ほ
か
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

■
建
物
を
解
体
し
た
場
合

　
12
月
31
日
ま
で
に
建
物
を
解
体
し
た

場
合
は
、
「
家
屋
滅
失
届
」
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
滅
失
が
確
認
さ
れ
れ

ば
、
平
成
29
年
度
か
ら
固
定
資
産
税
は

課
税
さ
れ
ま
せ
ん
。

■
建
物
を
新
築
、
増
築
し
た
場
合

　
平
成
29
年
1
月
1
日
ま
で
に
建
物
を

新
築
、
増
築
し
た
場
合
、
平
成
29
年
度

か
ら
固
定
資
産
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

　
該
当
す
る
方
で
ま
だ
建
物
の
調
査
を

受
け
て
い
な
い
場
合
は
、
「
家
屋
新
・

増
築
届
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
／
税
務
課　
　
　
☎
内
線

124

冬
期
間
の
水
道
料
金
と

水
道
管
の
管
理

　
積
雪
な
ど
に
よ
り
検
針
が
困
難
な
場

合
、
過
去
1
年
間
に
使
用
し
た
水
量
を

も
と
に
料
金
を
推
定
し
、
請
求
し
ま

す
。
そ
の
後
、
雪
が
解
け
、
検
針
が
で

き
た
時
点
で
精
算
し
ま
す
。

　
ま
た
、
凍
結
、
降
雪
な
ど
が
原
因
の

最
も
多
い
月
で
す
。交
通
ル
ー
ル
を
守

り
、交
通
事
故
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。

■
運
動
期
間　
12
月
1
日

（木）
～
10
日

（土）

■
運
動
の
重
点

・
5
分
早
め
の
行
動
で
雪
道
の
事
故
防
止

・
早
め
の
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト
点
灯

・
高
齢
歩
行
者
へ
の
思
い
や
り
運
転

・
飲
酒
運
転
の
撲
滅

■
問
合
せ
／
市
民
環
境
課　
☎
内
線

114

12
月
4
日
か
ら
10
日
は
人
権
週
間

　
不
当
な
差
別
や
い
じ
め
な
ど
、
人
権

問
題
で
お
困
り
の
際
は
、
一
人
で
悩
ま

ず
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
人
権
擁
護
委
員

が
夫
婦
や
近
隣
の
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
相
談
に
応
じ
ま
す
。
秘
密
厳

守
、
無
料
で
す
。

■
人
権
な
ん
で
も
相
談
所

日
時　
12
月
11
日

（日）
午
前
10
時
～
午
後
3
時

会
場　
甑
葉
プ
ラ
ザ

■
問
合
せ
／
総
務
課　
　
　
☎
内
線

211

固
定
資
産
家
屋
の
異
動
届

　
固
定
資
産
税
は
、
毎
年
1
月
1
日
現

在
の
土
地
、
家
屋
、
償
却
資
産
の
所
有

者
に
課
税
さ
れ
る
税
金
で
す
。
家
屋
の

異
動
を
把
握
す
る
た
め
、
次
の
方
は
、

大
学
生
夢
応
援
奨
学
金

奨
学
生
の
追
加
募
集

　
要
件
の
一
つ
で
あ
る
日
本
学
生
支
援

機
構
第
一
種
奨
学
金
奨
学
生
の
追
加
募

集
が
実
施
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
夢
応

援
奨
学
生
の
追
加
募
集
を
行
い
ま
す
。

申
込
方
法
な
ど
の
詳
細
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
／
学
校
教
育
課　
☎
内
線

323

冬
の
交
通
安
全
県
民
運
動

　

冬
季
は
降
雪
や
凍
結
な
ど
に
よ
り
道

路
状
況
が
悪
化
し
、危
険
性
が
増
す
時
期

で
す
。特
に
12
月
は
交
通
事
故
の
発
生
が

市
か
ら
の
お
知
ら
せ
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葉 山
整体院
葉 山

整体院
葉 山

整体院
葉 山

整体院

村山市湯野沢上荒敷970-1
TEL：0237-54-3560

※施術中は電話に出られませんので、
留守番電話に「お名前」「電話番
号」をはっきりとお伝え下さい。

折返し電話で連絡させて頂きます。

悩んでいませんか

　　　　 その痛み
悩んでいませんか

　　　　 その痛み

完全予約制

090－3366－1290090－3366－1290

リフレクソロジー

営 業 日：不定休
営業時間：AM7：00～

広
告

広
告

お
知
ら
せ

時
間　
午
前
9
時
～
午
後
4
時

会
場　
北
村
山
視
聴
覚
教
育
セ
ン
タ
ー

■
問
合
せ
／
北
村
山
視
聴
覚
教
育
セ
ン

タ
ー　
　
　
　
　
　
　
☎

（55）
４
２
１
１

平
成
29
年
新
年
祝
賀
会

　
新
し
い
一
年
の
始
ま
り
を
皆
さ
ん
で

一
緒
に
お
祝
い
し
ま
せ
ん
か
。
参
加
希

望
の
方
は
、
会
費
を
添
え
て
、
総
務
課

ま
た
は
各
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
へ
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
和
服
を
着
て
き
た

方
に
は
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。

日
時　
平
成
29
年
1
月
4
日

（水）
午
後
3
時
～

会
場　
甑
葉
プ
ラ
ザ

会
費　
１
、
０
０
０
円

申
込
期
限　
12
月
20
日

（火）

■
問
合
せ
／
総
務
課　
　
　
☎
内
線

211

平
成
29
年
成
人
式

　
式
典
の
ほ
か
、
楯
岡
出
身
の
歌
手

佐
藤
暁
さ
ん
に
よ
る
音
楽
ラ
イ
ブ
を
行

い
ま
す
。
家
族
や
一
般
市
民
の
参
加
も

大
歓
迎
で
す
。

期
日　
平
成
29
年
1
月
8
日

（日）

時
間　
午
前
11
時
～
午
後
0
時
30
分

会
場　
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

対
象　
平
成
8
年
4
月
2
日
か
ら
平
成

9
年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
方
で
、市
内

在
住
も
し
く
は
村
山
市
出
身
で
就
職
進
学

な
ど
の
た
め
市
外
に
居
住
さ
れ
て
い
る
方

■
問
合
せ
／
生
涯
学
習
課　
☎
内
線

334

男
の
腕
ま
く
り
講
座

　
料
理
実
習
や
、
健
康
体
操
な
ど
の
軽

運
動
を
セ
ッ
ト
に
し
た
体
験
型
の
健
康

講
座
で
す
。
市
内
在
住
の
男
性
が
対
象

で
す
。
先
着
18
名
。
参
加
費
５
０
０
円
。

日
時
（
3
回
セ
ッ
ト
）

①
平
成
29
年
1
月
18
日

（水）
午
前
9
時
～

午
後
2
時
30
分
、
②
2
月
2
日

（木）
午
前

9
時
30
分
～
午
後
2
時
30
分
、
③
2
月

13
日

（月）
午
前
10
時
～
11
時
30
分

会
場　
甑
葉
プ
ラ
ザ

持
ち
物　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
手
ふ

き
タ
オ
ル
、動
き
や
す
い
服
装
、運
動
靴

申
込
期
限　
12
月
22
日

（木）

■
問
合
せ
／
保
健
課　
　
　
☎
内
線

136

市
民
行
政
相
談

　
行
政
機
関
へ
の
苦
情
、要
望
、困
り
ご

と
な
ど
に
行
政
相
談
委
員
が
応
じ
ま
す
。

日
時　
12
月
8
日

（木）
午
後
1
時
～
3
時

会
場　
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

■
問
合
せ
／
市
民
環
境
課　
☎
内
線

112

不
動
産
無
料
相
談

　
不
動
産
（
土
地
・
建
物
）
全
般
に
つ

い
て
宅
地
建
物
取
引
士
が
相
談
に
応
じ

ま
す
。直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時　
12
月
14
日

（水）
午
前
10
時
～
正
午

※
受
付
は
午
前
11
時
ま
で

会
場　
甑
葉
プ
ラ
ザ

■
問
合
せ
／（
公
社
）県
宅
地
建
物
取
引

業
協
会  

☎
０
２
３（
６
５
２
）９
０
７
０

市
以
外
か
ら
の
お
知
ら
せ

困
り
ご
と
・
相
談
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お
知
ら
せ

北
村
山
公
立
病
院
職
員
採
用
試
験

募
集
職
種
お
よ
び
採
用
予
定
人
員

助
産
師
3
名
程
度
、
看
護
師
若
干
名
、

臨
床
検
査
技
師
1
名　

申
込
期
限　
平
成
29
年
1
月
13
日

（金）

※
土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日
、
12
月
29
日

（木）

か
ら
平
成
29
年
1
月
3
日

（火）
を
除
く
。

受
付
時
間　
午
前
8
時
30
分
～
午
後
5
時
15
分

試
験
日
時

平
成
29
年
1
月
21
日

（土）　
午
前
9
時
～

試
験
会
場　
北
村
山
公
立
病
院

試
験
種
目　
作
文
試
験

受
験
資
格　
資
格
免
許
を
取
得
ま
た
は

平
成
29
年
6
月
末
ま
で
に
取
得
見
込
み

の
方
。
助
産
師
、
看
護
師
は
昭
和
42
年

4
月
2
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方
。
臨
床

検
査
技
師
は
昭
和
62
年
4
月
2
日
以
降

に
生
ま
れ
た
方
。

■
問
合
せ
／
北
村
山
公
立
病
院
☎

（42）
２
１
１
１

北
村
山
公
立
病
院
停
電
日
程

　
非
常
用
発
電
機
更
新
工
事
の
た
め
、

次
の
日
程
で
院
内
停
電
と
な
り
、
当
日

は
診
療
に
一
部
制
限
が
生
じ
ま
す
。

停
電
日
時

12
月
4
日

（日）
午
前
9
時
～
午
後
1
時

■
問
合
せ
／
北
村
山
公
立
病
院

　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎

（42）
２
１
１
１

道
の
駅
む
ら
や
ま
の
休
館
日

　
施
設
機
械
整
備
点
検
お
よ
び
清
掃
の

た
め
休
館
と
な
り
ま
す
。

期
間　
12
月
13
日

（火）
～
15
日

（木）

■
問
合
せ
／
道
の
駅
む
ら
や
ま　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎

（55）
７
１
０
０

第
83
回
村
山
市
長
杯
争
奪

新
春
市
民
囲
碁
大
会
参
加
者
募
集

　
申
し
込
み
は
当
日
午
前
9
時
30
分
か

ら
会
場
で
受
け
付
け
ま
す
。

日
時　
平
成
29
年
1
月
8
日

（日）
午
前
10
時
～

会
場　
ク
ア
ハ
ウ
ス
碁
点

会
費　
１
、
５
０
０
円
（
昼
食
付
）

■
問
合
せ
／
村
山
囲
碁
愛
好
会（
井
田
）

☎
（55）
３
４
４
６

第
2
回
村
山
市
長
杯

ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会
参
加
者
募
集

　
申
込
方
法
な
ど
の
詳
細
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

日
時　
平
成
29
年
1
月
15
日

（日）
午
前
9
時
～

会
場　
市
民
体
育
館

資
格
・
チ
ー
ム
人
数
・
チ
ー
ム
参
加
費

・
小
学
生
オ
ー
プ
ン
の
部　
小
学
3
年

～
6
年
・
12
名
・
３
、
０
０
０
円

・
小
学
生
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
部　
小
学
1

年
～
6
年
・
8
名
・
１
、
０
０
０
円

・
一
般
シ
ニ
ア
の
部　
中
学
生
以
上
・

8
名
・
３
、
０
０
０
円

・
一
般
レ
デ
ィ
ー
ス
の
部　
中
学
生
以

上
・
8
名
・
３
、
０
０
０
円

申
込
期
限　
12
月
20
日

（火）

■
問
合
せ
／
市
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
協
会

（
小
山
）
☎
０
８
０（
１
８
３
７
）１
４
３
２

県
営
住
宅
入
居
者
募
集

①
県
営
楯
岡
ア
パ
ー
ト
（
笛
田
）

　
募
集
戸
数　
1
戸
（
3
Ｄ
Ｋ
・
1
階
）

②
県
営
楯
岡
中
町
ア
パ
ー
ト

　
募
集
戸
数　
1
戸
（
3
Ｄ
Ｋ
・
2
階
）

入
居
資
格　
現
に
同
居
し
、
ま
た
は
同

居
し
よ
う
と
す
る
親
族
が
お
り
、
所
得

が
公
営
住
宅
法
規
定
に
該
当
す
る
方

受
付
期
間　
12
月
2
日

（金）
～
8
日

（木）

※
12
月
5
日

（月）
は
休
館
日

受
付
時
間　
午
前
10
時
～
午
後
6
時

必
要
書
類　
県
営
住
宅
申
込
書
、
52
円

切
手
2
枚

■
問
合
せ
／
県
す
ま
い
情
報
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
３（
６
４
７
）０
７
８
１

北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発
週
間

　

12
月
10
日

（土）
か
ら
16
日

（金）
ま
で
は

「
北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発
週
間
」

で
す
。
拉
致
問
題
、
そ
の
他
北
朝
鮮
当

局
に
よ
る
人
権
侵
害
問
題
に
つ
い
て
、

関
心
と
認
識
を
深
め
ま
し
ょ
う
。

■
問
合
せ
／
村
山
警
察
署

　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎

（52）
０
１
１
０

自
衛
隊
大
高
根
演
習
場

12
月
の
訓
練
予
定

演
習
場
整
備
＝
1
日

（木）
、
２
日

（金）
、

連
隊
築
城
訓
練
＝
5
日

（月）
～
9
日

（金）
、

離
着
陸
訓
練
＝
1
日

（木）
～
28
日

（水）
の
平
日

■
問
合
せ
／
神
町
駐
屯
地
☎

（48）
１
１
５
１

　
11
月
15
日
号
2
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
た

国
道
３
４
７
号
夜
間
通
行
止
め
の
期
間

に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
正
し
く
は
、

平
成
29
年
3
月
31
日

（金）
ま
で
で
す
。
お

わ
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

催
し
・
そ
の
他

お
わ
び
と
訂
正

資
格
・
試
験

1828.12.1　　広報　市民の友　むらやま



クリスマスの喜びを皆さんへ
2016 村山市民2016 村山市民

クリスマス
　　コンサート
クリスマス
　　コンサート

主催・お問い合わせ

楯岡キリスト教会（☎55-6028 國松）
シオン教会（☎53-2602 坂本）

小さなお子さんもどうぞ

入場無料

主演：アンサンブル・ノエル
（ソプラノ  フルート  チェロ  ピアノ）

会場：甑葉プラザ
開場：13：00　 開演：13：30

12月24日（土）12月24日（土）

20162016

広
告

広
告

お
知
ら
せ

MURAYAMA HotNews

　児童の屋内遊び場について、建築家の瀬野和広さんと一緒に考えてみま
せんか。ワークショップの参加者を募集します。希望する方は、電話で申
込んでください。先着10名。
日時　12月14日(水)  午後7時～　　会場　クアハウス碁点
応募資格　中学生までのお子さんを持つ方、または児童遊戯施設に関心のある方
応募締切　12月9日(金)  午後5時まで
■問合せ／子育て支援課子育て推進係  ☎内線163

リフォームの匠 瀬野和広と考える児童の屋内遊び場

　山形県知事選挙が下記の日程で行われます。
告示日　平成29年1月5日(木)　　投票日　平成29年1月22日(日)
■立候補届出予定者説明会および出納責任者事務説明会
日時　12月8日(木)  午前10時～　　会場　県庁1201会議室(山形市)
■立候補届出受付
日時　平成29年1月5日(木)  午前8時30分～午後5時
会場　県庁講堂(山形市)
■問合せ／県選挙管理委員会  ☎023(630)2081

山形県知事選挙

　交付通知書が届いた方は、速やかに市民環境課でお受け取りください。
受取期間を過ぎてしまった方や、交付通知書を紛失してしまった場合でも
交付できますので、ご連絡ください。
■必要書類
　交付通知書（はがき）、通知カード、住民基本台帳カード（お持ちの方
のみ）、本人確認書類
※本人確認書類は、顔付きの身分証明書（運転免許証など）の場合１点、

顔写真無しの身分証明書（健康保険証など）の場合２点必要です。
※本人が病気、身体の障がい、その他やむを得ない理由により窓口に来る

ことが難しい場合に限り、代理人に受取りを委任することができます。
その場合、必要な持ち物が異なりますので交付通知書をご確認ください。

■平日の交付時間　午前８時30分～午後５時15分
※お渡しまで１件につき約15分の時間をいただきます。受付が集中した

場合は、お待ちいただくか再度お越しいただく場合があります。
■日曜日の交付時間　午前８時30分～午後０時30分
※日曜日に受取る場合は、事前に予約が必要です。
※システムのサービスの停止のため、下記の日曜日は交付できません。
　12月18日、平成29年1月1日、１月22日、２月19日、３月19日
■問合せ／市民環境課市民係  ☎内線112

マイナンバーカードを申請した方へ

　11月に市民会館で収録された番組が、12月11日(日)午後3時からEテレで
放送されます。市民のみなさんも出演していますので、ぜひ、ご覧ください。
■問合せ／生涯学習課文化係  ☎内線332

NHK・Eテレ番組「俳句王国がゆく」放送日決定

19 広報　市民の友　むらやま　　28.12.1



N
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 平
成

28年
12月

1日
発

行
 　

編
集

と
発

行
　

村
山

市
総

務
課

〒
995-8666 山

形
県

村
山

市
中

央
一

丁
目

3番
6号

 ☎
0237（

55）2111FAX（
55）6443  印

刷
/株

式
会

社
光

洋
印

刷
村

山
市

市
報

み
ん
な
の
学
校

ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

※住民基本台帳法の一部改正に伴い、日本人と外国人の合計数になります。
村山市の人口（11月1日現在）：25,212人  男：12,207人  女：13,005人　世帯数：8,239戸

葉
山
中
学
校

仲
間
と
ふ
る
さ
と
の
山
に
挑
戦

　
　
　
　
　
　
　
葉
山
登
山

　
葉
山
中
学
校
は
今
年
初
め
て
、
3
年
生
全
員
で

で
葉
山
登
山
を
実
施
し
ま
し
た
。
学
校
名
で
も
あ

り
、
校
歌
に
も
歌
わ
れ
て
い
る
葉
山
に
親
し
み
、

歴
史
や
自
然
の
す
ば
ら
し
さ
を
生
徒
に
体
感
し
て

ほ
し
い
と
い
う
校
長
の
熱
い
思
い
と
、
村
山
市
山

岳
会
や
保
護
者
の
皆
さ
ん
の
協
力
に
よ
り
実
現
し

た
も
の
で
す
。

　
登
っ
た
の
は
葉
山
大
円
院
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
八

丁
坂
を
通
る
岩
野
コ
ー
ス
。
山
に
登
る
の
は
初
め

て
と
い
う
生
徒
も
多
い
中
、
途
中
か
ら
雨
も
降
り

出
し
過
酷
な
登
山
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、

生
徒
た
ち
は
お
互
い
を
励
ま
し
合
い
、
助
け
合
い

な
が
ら
頂
上
を
目
指
し
、
6
時
間
か
け
て
見
事
に

登
頂
を
果
た
し
ま
し
た
。

　
「
仲
間
の
大
切
さ
を
感
じ
た
」
「
大
き
な
達
成

感
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
た
」
「
辛
さ
を
乗
り

切
っ
た
ら
嬉
し
さ
が
こ
み
上
げ
て
き
た
」
。
そ
ん

な
感
想
を
話
す
登
頂
を
果
た
し
た
生
徒
た
ち
に

は
、
爽
や
か
な
笑
顔
が
広
が
っ
て
い
ま
し
た
。
登

山
と
い
う
困
難
に
挑
戦
し
克
服
し
た
こ
と
で
、
生

徒
た
ち
は
た
く
ま
し
い
姿
へ
と
成
長
し
て
い
ま
し

た
。
葉
山
登
山
は
、
教
室
で
は
得
ら
れ
な
い
た
く

さ
ん
の
事
を
教
え
て
く
れ
た
よ
う
で
す
。

　
葉
山
中
学
校
で
は
、
「
地
域
発
見
」
「
地
域
体

験
」
「
地
域
貢
献
」
を
テ
ー
マ
に
総
合
学
習
を
進

め
て
い
ま
す
。
地
域
を
知
り
、
地
域
と
つ
な
が
っ

て
い
く
活
動
に
今
後
も
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
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